
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

○ 林業労働者確保支援センターが円滑に貸付を行えるよう、原資として4,335千円を貸付ける。

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

3,000
千円

合計 13,335 12,000

事業番号 10 02 30 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 林業就業促進資金貸付金 担
当
課

部局 林務部

１　林業再生の実現 実施期間 H8 ～

4,335
千円

3,000
千円

未達成

県が関与
する理由

県でなければ実施不可（その他）
【左記の説明、根拠法令等】

林業労働力の確保の促進に関する法律　他

課・室 信州の木活用課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail ringyo@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
１-４ 森林を活かす力強い林業・木材産業づくり

目指す姿

現状
（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

○ 林業労働力の確保を推進し、林業の健全な発展と林業労働者の雇用の安定に寄与する。

○ 林業は、さまざまな技術や経験が必要であり、新たに林業に就業しようとする場合は事前の研修が大変重要である。研修に要する資金
を無利子で貸し付けることで、新規就業者の負担を軽減し、研修の効率を向上させる効果がある。

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

貸付事業及び債権管理
貸付金・
直接

・事業体及び学生に対する貸付を行う林業労働者確
保支援センターに対して、その原資を貸し付ける。

・特別会計で実施している貸付事業について、今後の
活用見込のない資金を9,000千円返納する。

13,335 12,000 3,000

3,000

4,334
千円

27年度 28年度

当初予算 4,335

補正予算 -1,335

成果目標の達成状況

項目

貸付金額

区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

Aの
財源

4,334 12,000

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10 0.10

826

4,335 4,334 12,000

828

4,335 4,334 12,000 3,000

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

林業労働力の増加は林業の健全な発展ための必要条件である。平成25年度に新設された林業就業支援事業による給付の影響はある
が、同給付の対象外となる需要の掘り起こしを図りたい。

目標に対
する成果
の状況

貸付原資の精査及び活用の見込みのない資金の返納を実施したいため、林業労働者確保支援センターへの貸付は、目標に達しなかっ
たが、決算貸付額で、すべての貸付要望に対応することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 5,161 5,160 12,828 3,828

826 828

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

4,334 13,335 3,000

合計（A) 4,335 3,000

mailto:ringyo@pref.nagano.lg.jp

